最 終 試 験 の 結 果 要 旨

　報 告 番 号　　総 修 第　　　　　　　　号　 氏　名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　  
主　　査　　　                               印
審 査 委 員

　　　　　　   副　　査　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　 　印　

主査および副査の３名は、令和　　　　年　月　日、学位申請者 　　　　　君に対して、論文の内容について質疑応答を行うと共に、関連事項について試問を行った。具体的には、以下のような質疑応答がなされ、いずれについても満足すべき回答を得ることができた。

質問１）　
（回答）
質問２）
（回答）

質問３）

（回答）

　　　　　　　　　※「総修第　号」の欄は空欄のままご提出ください。
質問４）

　　　　中略

　　　　※　本文は９～１２ポイントを使用     
　　　　　　（１頁以内にまとめる）
（記入例）
質問　　）食道の手術中でどのルートにのって癌細胞が大血管系にはいっていくか。
（回答）食道のdrainage veinから奇静脈あるいは上、下大静脈へ流入する。
質問　　）論文では希釈系列の検出感度は106乗分の1となっているが要旨では106乗分の10となっている。どちらが正しいのか。
（回答）106乗分の1が正しい。要旨は訂正する。

以上の結果から、３名の審査委員は申請者が大学院修士課程修了者としての
学力・識見を充分に具備しているものと判断し、修士（医科学）の学位を
与えるに足る資格を有するものと認めた。
　　　　　　　　　　　　　　 　　
